
令和７年度 ５グループ 研究のまとめ
グループ研究テーマ

『子どもたちが楽しいと感じる授業づくり～PDCAサイクル表を通して～』
＜昨年度の成果＞

①「楽しい」が主
体性を引き出す

②教師との関係性
の構築

③「できた」と感
じたことで「楽
しい」と感じる
気持ちにつなが
る
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①昨年度の研究成果を
基に、授業計画を作
成する段階で児童・
生徒が「やってみた
い」「できた」「わ
かった」と思えるよ
うな手立てや支援を
考える。

②PDCAサイクル表を
活用し、自分の授業
改善を日々の授業で
行う。

今年度の取り組み

＜研究授業・授業者一覧＞
授業者教 科学 年

髙宮音楽「さあさあ音楽やってみよう」小学部２年

大谷生活単元学習「買い物にいこう」小学部３年

浅利体育「ボール運動（蹴る）」小学部４年

武藤生活単元学習「シャボン玉であそぼう」小学部４年

鈴木ま図工「パフェを作ろう」小学部５年

間国語・算数「電子黒板を使おう」小学部５年

鈴木り生活単元学習「でんしゃでGO!」小学部６年

児玉総合「移動教室にいこう」中学部1年

末本美術「こんな形 あんな形」中学部３年
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『子どもたちが楽しいと感じる授業づくりPDCAサイクル表』
その１

研究授業に限らず
すべての授業づく
りにおいて３つの
視点をもつように

した。

書きやすいよう
にPlan（計画）
とAction（改善）
の欄だけ記入で
きるようにした。

Do（実行）、
Check（評価）が
あった方が書き
やすい人もいた。

この分け方だと
書かれない取り
組みがあるかも
しれない。

どの欄に記入して
よいか分からない
手だてがあった。
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『子どもたちが楽しいと感じる授業づくりPDCAサイクル表』
その２

「教材教具の
工夫」「教師
の対応の工
夫」「環境の
工夫」の３つ
で分けてみた。

「やってみたい!」
「わかった!」「で
きた!」に関わる工
夫をそれぞれの対応
する色で示し、見や

すくした。

「その１」の
内容をそのま
ま「その２」
に振り分けて
みたら、指導
の偏りが見ら
れた人もいた。

追加で記入し
た工夫内容は
下線で示し、
同じ授業でも
「その２」の
表の方が授業
を振り返りや
すいことが分
かった。

一つの工夫の
中に２つの手
立てが入る場
合があった。

実行した工夫を
評価し、改善す
る必要がある場
合は▲で示した。
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【音楽 さあさあ音楽やってみよう】小学部２年 髙宮

サイクル表を変更したことで

〇教材教具の工夫においては、
評価を通して具体的な改善点を
見つけやすくなった。

〇教師の対応の工夫においては、
その場、その時の瞬時の教師の
判断や、授業集団の流動性への
対応など、PDCAサイクルでは
捉えきれないことがあるのでは
ないかということに気づいた。



【生活単元学習 買い物に行こう】小学部３年 大谷

ICT



【体育 ボール運動（蹴る）】小学部４年浅利

「たくさん運動できて楽しい」に繋がった!?

児童が汗をかいて運動していた。
（活動時間が10分程度増えた。）

「またやりたい」の気持ちが芽生えた。

研究授業でのねらい「不要な待ち時間を減らして、運動量を確保する。」

工程数の少ない課題
（一人で取り組める課題）

既習事項の活用 実態別のグループ活動 列に並んで待つ（NEW）

体育の「授業づくり」での課題

児童・生徒数の増加 待ち時間が⾧い（運動量↓）



【生活単元学習 シャボン玉であそぼう】小学部４年武藤



【図工 パフェを作ろう（１/９）】小学部５年 鈴木ま

生活単元学習「パフェを作ろう」

手立てがみつ
からない時に
視点を絞って
考えることが
できた

ひとつの項目
の中に３つの
視点が混在し
ていることに
気が付いた。



【国語・算数（９/２０）】小学部５年 間
まとめ方を変更したこと
により、より授業者がど
のポイントを大事にして
手だてを考えているのか
がわかった!また、評価、
改善点も明確になった!

変
更

最初

変更後



【生活単元学習 でんしゃでGO!】小学部６年 鈴木り

サイクル表その２

サイクル表その１

サイクル表の変更

サイクル表を変更したことで

〇複数の手だてが混在している
ことがわかった

〇新しい視点で授業を計画、評
価することができた

〇改善点が明確になった

〇視点を絞って手だてを考える
ことができた



【総合 移動教室事前学習（7/9）】中学部１年 児玉
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【美術 こんな形あんな形】中学部３年 末本

サイクル表その２

サイクル表その１ サイクル表の変更

サイクル表を変更したことで

〇新しい視点で授業を計画、評
価することができ、項目が増
えた

〇複数の手だてが混在している
ことがわかった

〇改善点やより良くなる点が明
確になった



３年間の研究成果
【研究の成果】
１「やってみたい」「わかった」「できた」

が主体性を引き出す

・３つの視点は相互に絡み合っている

・主体性が他の場面にも広がっていく→汎化

２ PDCAサイクル表の活用と授業改善

・授業の中心は子どもたち

・新たな視点の獲得と手だてや工夫の見直し

３ 汎化にむけて

汎化

たのしい授業

教師との関係性

できた わかった

やってみたい
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